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６　運用管理手順

６．１　SWG73発注側サーバ

次ページ以降に SWG７３発注側サーバで稼働するプログラムの運用管理手順を示
す。

尚、本プログラムは、発注側サーバ上の WWW サーバを介してＷＷＷブラウザによ

り発注側サーバにアクセスできる環境であればどの端末でも稼働する。
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（Ａ） システム管理メニュー上の項目をクリックする。

②

③

④

⑤

①

① ｢メーカ情報管理画面｣ （p　２参照）
 ・受注会社の登録、変更、削除を行う。

② ｢一括バックアップ画面｣（p１４参照）
・設定済み定義情報、作業指示データ、実績データ、アクセ

  スログデータ、エラーログデータのバックアップを行う。

③ ｢発注側作業指示データリストア画面｣（p１６参照）
・ 上記｢一括バックアップ画面｣によりバックアップされた作業指示デー

  タのリストアを行う。

④ ｢受発注進捗実績データリストア画面｣（p１８参照）
・ 上記｢一括バックアップ画面｣によりバックアップされた進捗実績デー

  タのリストアを行う。

⑤ ｢一括リストア画面｣（p２０参照）
・ ｢一括バックアップ画面｣によりバックアップされデータの

 リストアを行う。
⑥ ｢トップメニュー｣

運用管理手順 （１）システム管理メニュー操作 1/21

⑥
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（Ａ）メーカ情報管理メニュー上の各項目をクリックする。

運用管理手順 （２）メーカ情報管理メニュー操作 2/21

① ｢メーカ情報登録画面｣が表示される。                （p　３参照）
② ｢メーカ情報変更検索画面｣が表示される。            （p　７参照）
③ ｢メーカ情報削除検索画面｣が表示される。            （p１０参照）

①

②

③
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３．１．５ 運用管理手順

（Ａ）各項目を入力し、メーカ情報を登録する。

<注意>
　上記①～⑦の登録項目はかならず入力してください。

⑧

<補足説明>
[取消ボタン]を押すと入力してある各項目を初期画面状態に戻します。

運用管理手順 （３）メーカ情報登録操作 3/21

① ｢受注者コード｣を入力する。
② ｢メーカ名｣を入力する。
③ ｢担当者名｣を入力する。
④ ｢担当部署名｣を入力する。
⑤ ｢電話番号｣を入力する。
⑥ ｢FAX番号｣を入力する。
⑦ ｢Ｅメール｣を入力する。
⑧ 登録ボタンを押す。

①

②

③

⑦

⑥

⑤

④
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環

（Ｂ） メーカ情報の登録後、認証キーをダウンロードする。

⑨

⑩

⑨認証キーをダウンロードする。

⑩登録内容の確認・修正をする。

（「メーカ情報変更検索画面」が表示される。）        （p　７参照）

認証キー：

・ このファイルには、発注会社のＵＲＬ、サーバ名、承認キーが

登録されています。

受注会社は、このファイルを受注会社用プログラムに取り込むこと

で

発注会社のサーバへアクセスが可能になります。

発注会社のＵＲＬ、サーバ名は、インストール時作業の

４．１．３項 （３）発注側サーバ情報の入力 により登録されます。

運用管理手順 （３）メーカ情報登録操作 4/21

<注意>
　登録内容の確認・修正を行う前に必ず認証キーをダウンロードしてください。

　認証キーをダウンロードする前に、登録内容の確認・修正を行った場合は、

Internet Explorer 5.0 の「戻る」ボタンでこの画面まで戻り、認証キーをダウンロ
ードして下さい。
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（Ｃ） 登録したメーカ情報の認証キーをダウンロードする。

運用管理手順 （３）メーカ情報登録操作 5/21

⑪ ｢このファイルをディスクに保存する｣を選択する。
⑫ ｢OK｣ボタンを押す。

<注意>
　⑪の際、「このファイルを上記の場所から開く…」は選択しないで下さい。

　「このファイルを上記の場所から開く…」を選択し、「OK」ボタンを押した場合
は、Internet Explorer 5.0 の「中止」ボタンを押して「メーカ情報登録完了画面」
（ｐ　４参照）より再度認証キーのダウンロードを行って下さい。

<補足説明>
・[キャンセルボタン]を押すと、ダウンロードをキャンセルします。
・[詳細情報]を押すと、ファイルのダウンロードに対してのヘルプが表示される。

⑪

⑫



7-6-1-7

３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行

（Ｄ）ダウンロードするファイルの保管場所を選択し、保存する。

<注意>
　[キャンセルボタン]を押し「メーカ情報登録完了画面」（ｐ　４参照）に戻った時
およびダウンロード終了後、マウスポインタが砂時計のまま戻らない場合がありま

すが Internet Explorer 5.0の不具合と予想されます。
　処理としては特に問題がないのでそのまま操作を続けて下さい。

　「ファイル名」、「ファイルの種類」は変更しないで下さい。

＊メーカ新規登録後、Apachの再起動が必要です。

<補足説明>
　[キャンセルボタン]を押すと「メーカ情報登録完了画面」（ｐ　４参照）に戻りま
す。

運用管理手順 （３）メーカ情報登録操作 6/21

⑬

⑮

⑭

⑬⑭｢保存する場所｣のドライブとディレクトリを必要に応じて変更す

る。

⑮｢保存｣ボタンを押す。
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（Ａ） 変更するメーカ情報を検索する。

運用管理手順 （４）メーカ情報変更操作 7/21

① 検索キーとする検索項目をリストから選ぶ。
② 検索キーとする検索文字列を入力する。
③ 検索ボタンを押す。
④ 表示された検索結果の｢受注者コード｣をクリックする。

<注意>
・ 認証キーの変更、再発行はできません。

一度メーカー情報を削除し、再度同じ受注者コードで追加登録してくだ

さい。

①
②

④

③

<補足説明>
　画面の初期状態では登録されているメーカ情報の一覧が④に表示されています。

　検索結果で④にメーカ情報が表示されなかった場合は、②にて入力した検索文字

列に該当するメーカ情報が登録されていなかったことを示します。



7-6-1-9

３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ｂ）検索したメーカ情報の内容を変更する。

⑫

運用管理手順 （４）メーカ情報変更操作 8/21

⑥

⑤

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑤ ～ ⑪ 各項目内容を変更する。
⑫ 「変更」ボタンを押す。

<注意>
　上記⑤～⑪の項目にデータが入力されている状態で「変更」ボタンを押して下さ

い。

<補足説明>
[取消ボタン]を押すと変更をキャンセルし、変更前の状態に戻ります。
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環

（Ｃ）メーカ情報の変更が完了したことを確認する。

⑬

⑬ 変更内容の確認・修正をする。
（｢メーカ情報変更検索画面｣（ｐ　７参照）が表示される。）

運用管理手順 （４）メーカ情報変更操作 9/21
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（Ａ）削除するメーカ情報を検索する。

運用管理手順 （５）メーカ情報削除操作 10/21

①
②

④

③

① 検索キーとする検索項目をリストから選ぶ。
② 検索キーとする検索文字列を入力する。
③ 検索ボタンを押す。
④ 表示された検索結果の｢受注者コード｣をクリックする。

<補足説明>
　画面の初期状態では登録されているメーカ情報の一覧が④に表示されています。

　検索結果で④にメーカ情報が表示されなかった場合は、②にて入力した検索文字

列に該当するメーカ情報が登録されていなかったことを示します。
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３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ｂ）メーカ情報を削除するか確認する。

⑥

⑤ 削除するメーカ情報の内容を確認する。
（｢メーカ情報削除確認画面｣（ｐ１３参照）が表示される。）

⑥ ｢了解ボタン｣を押す。

運用管理手順 （５）メーカ情報削除操作 11/21

⑤
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（Ｃ） メーカ情報の削除が完了したことを確認する。

運用管理手順 （５）メーカ情報削除操作 12/21
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（Ｄ） 削除するメーカ情報の内容を確認する。

運用管理手順 （５）メーカ情報削除操作 13/21

<補足説明>
　メーカ情報の内容確認後、操作を続ける場合は、Internet Explorer 5.0の「戻る」
ボタンで「メーカ情報削除画面」（ｐ１１参照）に戻ってください。
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３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ａ）一括バックアップ処理を実行する。

①

① 実行ボタンを押す。

運用管理手順 （６）一括バックアップ処理実行 14/21

<補足説明>
　本バックアップ処理を実行すると、発注側サーバ上にある、画面で示されたデー

タが一括でバックアップされる。本処理を実行すると、第１世代の一括バックアッ

プファイルとして保管され、既存の第１世代は第２世代へ移行し、第２世代は第３

世代に移行し、第３世代は削除される。

　本バックアップファイルの復元は、一括リストア処理にて実行する。

・ /home/wg73/env/ 受注会社に対し発行したアクセスキー等

・ /home/wg73/customer/ 発注側作業指示データ、取込んだ実績データ等

・ /home/wg73/supplier/ 送られた会社別の実績データ等

・ /home/wg73/maker/ 受注会社登録情報等

・ /home/wg73/errorlog/ エラーログ等

・ /home/wg73/client/ 受注会社登録情報等

バックアップ先は、

第一世代   /home/wg73/backup/all/bk1/YYYYMMDDHHmmSS/
第二世代   /home/wg73/backup/all/bk2/YYYYMMDDHHmmSS/
第三世代   /home/wg73/backup/all/bk3/YYYYMMDDHHmmSS/
      バックアップデータは３世代分保存される。
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環

（Ｂ） 一括バックアップ処理を実行したことを確認する。

運用管理手順 （６）一括バックアップ処理実行 15/21
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（Ａ） 発注側作業指示データのリストア処理を実行する。

運用管理手順 （７）発注側作業指示データリストア処理実行 16/21

① リストアするファイルを選択する。
② 実行ボタンを押す。

①
②
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データは、それぞれ元の場所に上書き復元されます。

３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ｂ） 発注側作業指示データのリストア処理を実行したことを確認する。

運用管理手順 （７）発注側作業指示データリストア処理実

行

17/21
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運用管理手順 （８）受注側進捗実績データリストア処理実

行

18/21

①

②

① リストアするファイルを選択する。
② 実行ボタンを押す。

（Ａ） 受注側進捗実績データのリストア処理を実行する。
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データは、それぞれ元の場所に上書き復元されます。

３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ｂ）受注側進捗実績データのリストア処理を実行したことを確認する。

運用管理手順 （８）受注側進捗実績データリストア処理実

行

19/21
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（Ａ） 実行日時別一括バックアップファイルのリストア処理を実行する。

運用管理手順 （９）一括リストア処理実行 20/21

①

②

① リストアするファイルを選択する。
② 実行ボタンを押す。
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     データは、それぞれ元の場所に上書き復元されます。

３．１．５ 運用管理手順 （３）バックアップ実行 1/1

（Ｂ） 実行日時別一括バックアップファイルのリストア処理したことを確認する。

運用管理手順 （９）一括リストア処理実行 21/21


